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巻 頭 筒

工学部擾大坪喜久太郎

　　建築工学科創立10周年紀念号を発刊するにあたり乞われるままに一言序文とする。

　　暖い地方から北海道に移住して来た大部分の日本入は近々80薙や90年で，その生活様式

を根本的に変えることは理窟は兎も角なかなか難しいことである。殊に開拓の策一線にいる入

々にはなお更心慮であろう。しかしわれわれは今日の科学をもつてして気象条件を変えること

が出来ないならば，この気象条件に適合する生活様式に一歩でも近づくように，経済のゆるす

縫園で努力すべきである。北海道の木部分の地域はi三；本としては寒さが厳しいのみならず，多

雪という糧めて困難な二璽の悪条件下に物質的にも精紳的をこも説ける打撃は大きい。これを克

服し，進んでこれを利用するようにするのが，ここに傭む人々の責任であり，そうなくてはな

らないと思う。世界を広く見渡せば，北海道より遙かに寒冷で，気象条件の悪い所にも高度の

文化が発達し，合理的，経済的な社会が形i成されている例が沢由ある。否文化の1経史は印度，

バビロン，エジプトから漸次北に移りつつあるのである。今i三｛文化の発達している諸地域を手

本に．して，活様生式を科学的，合理的に北海道に適するように可及的速かに解決すべきである。

その内の一つに先ず住の問題を積樋的に取上げ，北海道の特異姓に適合した建築様式，材料，

施工，進んで柱い方などについて，暖地と異った考慮が払わるべきであり，冬季における保温，

暖房，氷雪による被害対策，衛生施設等に関する重要にして喫緊な諸問題を解決すべきであろ

う。ここ数年来の新築建伽こは可成の改善と一般の寒地向き住宅に対する認言演がようやく高ま

り，経済の復興と共に曙光を見っっあるが，なお遺憾ながら乗解決の事項を多く残している現

状である。このために更に強力な寒地住宅に対する一大研究機関の創設と共に．住に対する道民

の啓蒙運動が焦属の急務と考えられる。ソヴイエ｝が樺太を占領して先ず日本住宅を彼等の様

式に改造したと聞いている。もって他由の石とすべきであろう。由来北海道の住宅様式は暖地

の建築様式をそのまま採用し，住に謁する考え：方は未だ殖民地的であって，約半歳に．亘る越冬

生濡には独り燃料の損失が大なるのみならず，極めて不生産的，非衛生的であり，保健，衛生，経

済上由々しい問題で一口も看過することが出来ない。このため一且入殖したものも永住の希望

を失うものが多く，開発上の一大障害となっている。戦前大陵満州に寒地住宅を建設した経験

を有する日本入である。今北海道にそれが串来ない筈がないと思う。北海道の個入盆宅で寒地

住宅の必要性が一般，痛切に認識し初めたのは終戦後のことである。一部の知識人は採暖方法

について局部的に改善していたが建築材料そのものから考え初めたのは北大工学部に建築工馨皇

科が創立された昭和23年頃からと云っても過言ではあるまい。　昔は焚く薪もふんだんにあっ
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たのであろうが粋を凝らした本土そっくりの明けっぱなしの大邸宅に…冬野敷（う聾の1激：6尺

×6尺×3尺に積んだもの）焚くと得意そうに云っていたも○である。述理で北海道広しと云え

ども乎逝：かな所には薪にする立木など見たくともない。北海道一面に頑なお暗かった原始の森

の木をよくも燃やし続けたものと驚嘆する次鑓である。燃す木がなくなったから，今度は石尻

で採評するようになった。これは昭和に入ってからである。札幌を例にとれば，冬の札幌の上

空を円山の幌見峠や手稲の千尺画地から見れば冥蒸である。東風が吹けば煙の流れは遠く銭函

の上空までたなびくのが見られ，偉観ではあるが，あの下に．住むのかと思えばそっとする。吐

き出す煙突からの煙の一堂濃度の高いのが大学と帯役所のものだと聞くが皮肉である。それに

しても札幌には各家威の小煙突は1世帯1本としても，昭和33年5月1日Jl叢で10万7副本

ある。これから不：完全燃焼した，羨いものを吐き出せば市の一ヒ空は汚れるのは当然過ぎる秘明ら

かなことである、，　昭和32年に北大涯””祁に凡下で初めて，衛生工学科がレij設された。この学

科に限せられた闘題はこのことの鰐決のみならず更に．多い。それはそれとして，世論○趣く所，

昭和28年7月法律第64号をもつて「北海たi防寒住宅姑設促進法」が隣i会を通過して発布され

た。続いて圃年10弩1目施行規鰯が建設省令で。10月231．1に防尽住篭の構造及び設編、こ関す

る技術夢項を定める大蔵，建設省令が発令された。これはわれわれの取初の主張した贈りには

ならなかったが，それでも日本で初めてのものであり，北海道にとって匡1鵡的の法律で，志を

強うし，今迄，Ell会へ該法耗イ詐議の委員会，その他に足を運んだ努力が勢いられたと習んだ

ものであった。第1条はこの法律の仔牛であって「この法律は，北海道における寒冷がはなは

だしいことにかんがみ，防寒住宅の建設及び防寒改修を促．進ずることにより，その気象に適し

た居佐条件を確保し，もって北海這の扇発に．寄与し，あわせて北海道における火災その他の災

害防止及び木材の蒲費の節約に債することをittl的とする」とうたっているのである。そして第

3条で魍の責務として第1条のに1的達成に国は財政上，笠三楽又は技術上の｛愛助を与えるよう

努めなければならないとしている。この法律ltc．よって，公庫融資の住宅は木造を多、慮する馬頭

にした大英断のもので，北海道の住宅を一挙に寒地住宅に才弾，促進しょうと企てたものであ

った。しかしそれが現在事実上その成果が差して得られず，集劫を失っている実状にあるのは

遺掘である。それは寒住職としてただ償還．靱課が本粥より5薙長い慰典が与えられているに過

ぎないからである。　この法律の成立当時，われわれは公庫の貸付率を8．5罰以上を強く蓋撮し

ていたのであるが，講投の情勢で8．5割で妥協成立させるより仕方がなかったのである。この

8．5劉でも，　頭金，償還金とも木造建築に比して少額ですむから蓉住法の精神がまあまあ撃っ

ているのであるが，｝｝」和30年度以降この貸付率が7．5麟に引下げられた。その結果，道外の木

造娃築に比して多くの遊金を逃し，勢い公庫資金を受ける階層を極度に想定する結果になって，

法律の第3条は殆んど死文化したのである。早くせめて8．5割を再現しなくてはならない。又

寒暦法の弟4条には寒地住宅試験研究，指導並びに技術者養成に対して補助することを定めて

いるが，現実は積控的の補助が欠けているのは残念である。莫に第7条に1は「国又は地方公共
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団体が北海道の区域内において建設する住宅は，こ．れを防寒住宅とするように，努めなければな

らない」としてある。しかしこれも補助率が金国一一率にされているから，実際にはtt6i．’一丁が割高

となり，低額所得者の入門が一一層野州となって，寒州法が悪法であるかの如き錯覚を起すのも

無理はない。従って北海道に対する第1種公當住宅6割補助（本土511謁），第2種7．5罰（岡6．6

割）に．改訂が望まれる。　かくてこそ燃料費が半減し，住みよい北海道となり，開発が円滑に．進

展されよう。北海道の家庭暖勝用燃料はイ：i三問石炭約120万トン，薪炭約1，000万石である。こ

の大約半分が節約されH本経1斉○他の面に⇒護周出来よう。

　昭和21年4月増国氏が北海道長門として出田されたが，当時雛2次拓計が翌22年3月を以

て終了することになっていたので第3次拓殖計画を樹立せね1まならぬ破隣におかれていた。そ

こで長嘗は21年7月にその原案作製のため一大総合開発委翼会を設けられた。　私も専門委員

となり，その駿尾に附していた。鵬発を推進するにはどうしても住の問題を適切に解決せなく

ては困難なことを痛感した。その｝三i的を達成するに．は先ず寒住の研究と北海道の気候風こヒに，育

つた：若い技術者を・ま柳刃するのが町道であり，それには北大工学部に．建築工学科0設立するにあ

るという結論iこ到達した。・幸い文部省の認める所となり，昭和23年9月3講座，翌24隼6月

2講鹿，25年4月残り01講座が浮∫と謎され，最初の予定していた＝6講座編成の北大二r．学部建築

工学科が白白定員をもつて設置されたのである。即ち新設の講白白と職員配羅は次表の通、りで

ある。

学　　科 建 築 学 科

講　座　名

講臨内容

　　1初
年度 o1

第鰹厩緯第・細細講座「繭舜・講座…

建築構造

第　　1

共　　．通

藤爾…建劉一　建築・・爾1

　　　　i建築施工i　　i

第2i藤雌i第・陣・、

　　　　ミ
建築設備1

1

1

1 1

1

一

助　教

導

事　務

灘

傭

授11
授1　！

手1　2

員i　2
入　　　2

　　　8

1

a．

2

1

1

2

！

1

2

1

1

2

1

1

2

3

2

エ

2

2

8

一2

2

8

2

2

8

2

2

8

2

2

8

1

！

6

6

12

1

12

ユ2

49

　　学生定員は蜜初23年と24年は1学年25名であったが，25年から30名，33年から33名

更に明年から35名になる公算が大きい。　かくの如く時勢の要求に二応じ漸次収容学生の増加を
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来たしつつあることは慶賀ld甚えなV・。かくて昭和23年9月開科してから早くも10年の歳月

が過ぎ，優秀な学科構成諸教授により所期の目的である住に．対する研究に，教育に将又寒地住

宅に対する啓蒙に尽されつつあり，今300ページ余の大部の研究成果を記念号として上梓され

ることは真に同慶に堪えない次第である。学園は永遠であり，今後益々同科の発展を期して止

まない。

　　　　　lll｛　矛目　33．　5。　＝13


